


 国家公務員総合職試験の概要

試験区分には、大卒程度試験と院卒者試験の2区分に加え、専門科目による区分が存在
します。また、試験は大きく2つに分けられ、「一次試験（マーク式試験）」、「二次
試験（記述式試験 + 政策試験 + 人物試験）」があります。これらの筆記試験の過去問
は人事院に請求することで入手できます。

（参考）
2015年度の試験から、TOEFL (iBT)、TOEIC、IELTS、英検のスコアに応じた得点が試
験の総得点に加算されるようになりました。例えばTOEICなら600点以上で15点の追加、
730点以上で25点の追加です。詳細は人事院のWebサイトをご確認下さい。英語試験に
よる加点システムを利用予定であれば別途英語試験（TOEFL (iBT)、TOEIC、IELTS、
英検）を受験する必要があります。

※2020年度の試験では、大卒程度試験では二次試験の専門試験が、院卒者試験では二次
試験の政策課題討議が、新型コロナウイルス感染症の影響により実施されませんでした。
また、試験日程も例年と異なっています。内定者の体験記については、これらを踏まえ
た上で参考にして頂ければと思います。
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基礎能力試験
いわゆる教養試験で、大卒40題、院卒は30題です。問題は多岐に渡っており、国語力や英
語力、頭の柔らかさ、知識力などが試されます。マーク式です。

専門試験
マーク式で、大卒も院卒も 40 題です。選択する専門区分によって形式が異なるのでよく
確認が必要です。

専門試験
完全記述式です。基本的には、複数の分野から 1～2 問選択して回答します。理工系にお
いては専用の参考書などはあまりないので、大学の定期試験、院試、過去問や専門書によ
る勉強が中心となるようです。

政策論文（大卒程度）
専門試験と同じ日に行われる試験です。出題されたテーマに対し、与えられた 3つの資料
を使いながら、A4 裏表 1 枚に自分の考えをまとめていきます。配布資料は文章とグラフ
の両方が与えられ、英語の資料が用いられる場合もあります。

政策課題討議（院卒者）
専門試験とは別の日に行われる試験です。配布される和文・英文の資料に目を通し、自分
の意見などを加えた討論用のレジュメを作成します。グループ全員にレジュメを配布し、
意見発表、集団討論、もう一度発表、という手順で行います。

人事院面接
当日までに面接カードを記入して、基本的にその内容に沿って質問される個人面接です。
面接時間はおおよそ 10～20 分程度で、面接官は 3 人です。
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